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所在地

（案）
防災調整池管理規則
　　年　　月

開発事業者名

１．防災調整池の管理者

(1)工事施行中は、（開発事業者・工事請負業者）が管理を行う。

(2)工事完了後は、開発事業者が管理を行う。

２．巡視及び点検項目

(1)防災調整池の巡視及び点検項目は、下記に掲げるとおりとし、点検結果を巡視報告書に記載し管理　　する。

　①定期巡視　　　・洪水期（4月から10月まで）　　　　2回／月　
　　　　　　　　　　・非洪水期（11月から3月まで）　　　1回／月　
　　②異常時巡視　　・豪雨時（仙台管区気象台発表の大雨警報のとき）　　　毎回　
　　　　　　　　　　　　　1時間40mm

　　　　　　　　　　　　　3時間60mm　　　但し、総雨量が100mm以上

　　　　　　　　　　　　24時間140mm

　　　　　　　　　　・地震時（震度3以上のとき）　　　毎回　
　　③点検項目　　　・堤体の破損及びひび割れの有無

　　　　　　　　　　・放流管の排出状態の確認

　　　　　　　　　　・オリフィス及び余水吐にゴミ等付着の有無

　　　　　　　　　　・開発区域外への被害の有無

３．防災調整池の維持管理

(1)年1回（11月の渇水時）排水施設及びオリフィスに堆積したゴミ及び土砂等の浚渫を実施する。

(2)異常出水後、放流施設及び防災調整池に堆積したゴミ、土砂等の排水能力を低下させるような障害物が発生した場合、除去する。

４．出水時の監視体制

　異常出水時は現場管理者及び補助員が待機し、出水が収まるまで監視を続ける。なお、監視は開発区域内の防災調整池と流末放流管とする。

５．異常時の処置及び通報

(1)巡視中に異常が発見された場合は、直ちに完全復旧する。
(2)異常時通報体制は、下図のとおりとする。


異常時通報体制図








調整池異常発見者　





大郷町　　　　　　　　　　　　　行政区長　


　　調整池管理者　


危険区域住民　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　宮城県警大和警察署　
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